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見開き
特 集 認知症の新時代へ -早期発見と治療が人生を支える -

いま知りたい
　認知症との向き合い方



今
回
は
、
副
院
長
兼
脳
神
経
内
科
部
長

の
姉
﨑
医
師
に
、
認
知
症
の
基
本
、
最

新
の
治
療
、
そ
し
て
、
今
日
で
き
る
予

防
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
認
知
症
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
で

す
か
？

Ａ
．
認
知
症
と
は
、
認
知
機
能
の
低
下

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
普
通
に
で
き
て
い

た
こ
と
が
少
し
ず
つ
難
し
く
な
り
、
社

会
生
活
に
困
る
場
面
が
出
て
く
る
病
気

で
す
。
記
憶
力
だ
け
で
な
く
、
時
間
や

場
所
が
わ
か
り
に
く
く
な
る
、
判
断
が

し
に
く
く
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
力

が
ゆ
っ
く
り
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
認

知
症
の
方
は
、
65
際
以
上
の
約
12
％
、

そ
の
手
前
の
「
軽
度
認
知
機
能
障
害
」

の
方
は
約
15
％
と
い
わ
れ
、
誰
に
と
っ

て
も
身
近
な
病
気
で
す
。

Ｑ
．「
ふ
つ
う
の
物
忘
れ
」
と
「
認
知
症

の
物
忘
れ
」
は
、
ど
の
よ
う
に
違
う
の

で
す
か
？

Ａ
．
年
齢
と
と
も
に
物
忘
れ
が
増
え
る

こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
す
が
、「
ふ
つ
う

の
物
忘
れ
」
と
「
認
知
症
の
物
忘
れ
」

に
は
違
い
が
あ
り
ま
す
。

「
ふ
つ
う
の
物
忘
れ
」
の
多
く
は
、
体
験

の
一
部
を
忘
れ
る
こ
と
で
、
「
複
数
の
友

人
と
昼
食
を
食
べ
た
こ
と
は
覚
え
て
い

る
が
、
そ
の
な
か
の
友
人
の
名
前
を
思

い
出
せ
な
い
」
と
い
う
状
態
で
す
。
進

行
せ
ず
、
生
活
に
大
き
な
支
障
は
あ
り

ま
せ
ん
。

一
方
、「
認
知
症
の
物
忘
れ
」
は
、
昼
食

を
食
べ
た
こ
と
自
体
を
覚
え
て
い
な
い

な
ど
、「
体
験
そ
の
も
の
を
忘
れ
て
し
ま

う
」
状
態
で
す
。
ま
た
、
時
間
や
場
所

が
わ
か
ら
な
く
な
る
、
同
じ
話
を
何
度

も
繰
り
返
す
な
ど
、
記
憶
以
外
の
症
状

も
出
て
き
ま
す
。
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療
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ま
っ
た
「
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
」
を
減
ら
す

こ
と
で
進
行
を
抑
え
る
抗
ア
ミ
ロ
イ
ド

β
抗
体
薬
の
「
レ
カ
ネ
マ
ブ
」
な
ど
の

新
し
い
薬
も
登
場
し
て
い
ま
す
。
使
用

に
は
検
査
が
必
要
で
す
が
、
早
い
段
階

で
治
療
を
始
め
る
こ
と
で
、
自
立
し
た

生
活
を
よ
り
長
く
続
け
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
認
知
症
は
予
防
で
き
ま
す
か
？

Ａ
．
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
も
の

の
、
発
症
を
遅
ら
せ
た
り
、
進
行
を
ゆ

る
や
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
日

常
生
活
の
中
で
で
き
る
小
さ
な
工
夫
が

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
、
体
を
動
か
す
習
慣
が
大
切
で
す
。

散
歩
や
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
、
無
理
の
な

い
運
動
で
十
分
で
す
。
市
内
ま
た
は

近
隣
に
在
住
の
方
で
し
た
ら
、
天
気
の

良
い
日
に
香
貫
山
に
登
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
坂
道
を
ゆ
っ
く
り
歩
く
と
、
脳
へ

の
血
行
が
よ
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
人
と
の
会
話
や
交
流
は
、
脳
を

活
性
化
さ
せ
ま
す
。
家
族
や
友
人
と
の

お
し
ゃ
べ
り
、
地
域
の
集
ま
り
や
趣
味

の
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加
な
ど
、
誰
か
と

認
知
症
全
体
の
約
７
割
を
占
め
る
最
も

多
い
タ
イ
プ
で
す
。
初
め
の
こ
ろ
は
物

忘
れ
が
目
立
ち
、
計
算
が
苦
手
に
な
っ

た
り
、
言
葉
が
出
に
く
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
病
状
が
進
ん
で
く
る
と
、
時
間

や
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
徘

徊
や
幻
覚
が
み
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
進
む
と
、
会
話
が

難
し
く
な
り
、
食
事
や
排
泄
に
介
助
が

必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」
は
、

ど
の
よ
う
に
治
療
す
る
の
で
す
か
？

Ａ
．
治
療
に
は
、
症
状
を
や
わ
ら
げ
る

薬
と
、
病
気
の
進
行
を
ゆ
る
や
か
に
す

る
薬
を
用
い
ま
す
。
最
近
は
、
脳
に
た

関
わ
る
時
間
を
持
つ
こ
と
が
予
防
に
な

り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
読
書
や
手
芸
、
料
理
、
園
芸
、

パ
ズ
ル
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
続
け
ら

れ
る
活
動
は
脳
に
刺
激
を
与
え
ま
す
。 

食
事
で
は
、
魚
や
野
菜
を
中
心
と
し
た

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
、
生
活

習
慣
病
の
管
理
も
、
認
知
症
予
防
に
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

Ａ
．
認
知
症
は
、
早
く
気
づ
く
こ
と
で
、

そ
の
後
の
生
活
を
よ
り
よ
く
保
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族
の
方

で
、
気
に
な
る
変
化
が
あ
れ
ば
、
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
、
早
め
に
医
療
機
関
に

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
中
間
に
当
た
る
の
が
、「
軽
度
認
知

機
能
障
害
」
で
、
物
忘
れ
が
増
え
て
き

ま
す
が
、
生
活
は
ほ
ぼ
問
題
な
く
送
れ

ま
す
。
「
軽
度
認
知
機
能
障
害
」
の
一
部

は
認
知
症
に
進
行
し
ま
す
が
、
元
に
戻

る
方
も
い
ま
す
。

Ｑ
．
物
忘
れ
の
ほ
か
に
認
知
症
に
は
ど

の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
認
知
症
に
は
い
く
つ
か
タ
イ
プ
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

最
も
多
い
の
が
、「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
」
で
、
脳
に
「
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
」

と
い
う
た
ん
ぱ
く
質
が
た
ま
る
こ
と
で
、

神
経
細
胞
が
ゆ
っ
く
り
壊
れ
て
い
き
ま

す
。
ほ
か
に
も
、
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ

た
り
破
れ
た
り
す
る
こ
と
で
起
こ
る
「
血

管
性
認
知
症
」、
見
え
な
い
も
の
が
見
え

る
「
幻
視
」
や
、
体
が
動
き
に
く
く
な

る
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ニ
ズ
ム
」
が
特
徴
の
「
レ

ビ
ー
小
体
型
認
知
症
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」
に

つ
い
て
、
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」
は
、

正常な脳

「市
民
カ
レ
ッ
ジ
」
で
姉
﨑
医
師
の
講
義

決
定
！　

詳
細
は
裏
面
へ
。

アルツハイマー型
認知症が進行し、
萎縮した脳

海馬の萎縮
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～認知症サポートチームが支える～　入院中から退院後までの安心サポート
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〔初めて受診される方へ〕
　原則、 医療機関からの予約と紹介状が必要です。 紹介状を
　お持ちでない場合、 特別初診料がかかります。 詳しくはコチラ→

沼津市東椎路字春ノ木 550 番地

055-924-5100

byoin-so@city.numazu.lg.jp

https://www.numazu-hospital.shizuoka.jp

「- 人生 100 年時代を支える -　認知症ケア」  講師 ： 副院長 兼 脳神経内科部長　姉﨑　利治

令和 8 年 11 月 14 日 （土曜日） 14 時 00 分 ～ 15 時 00 分   

会場 ： 沼津市立図書館　視聴覚ホール　参加費 ： 500 円　対象 ： 中学生以上

※駐車場は台数が限られていますので、 できるだけ公共交通機関をご利用ください。

●認知症の基本から最新治療まで、 今日から役立つ大切なポイントをわかりやすく解説。
●毎日の生活でできる予防のコツや、 脳を元気に保つヒントも紹介。
● “知って安心、 気づいて支え合う” …ご家族で役立つ内容がぎゅっと詰まった講義です。

申込先 ： 株式会社 SBS プロモーション　沼津支社 （TEL ： 055-952-1551）

問い合わせ先 ： 生涯学習課　市民学習係 （TEL ： 055-934-4870）
主催 ： 沼津市教育委員会事務局　生涯学習課

認知機能の低下がみられる患者さんが、 入院という慣れない環境でも落ち着いて治療に向き合えるよう、 「病
棟スタッフ」 と、 多職種で構成する 「認知症サポートチーム」 でタッグを組んで工夫を重ねています。

入院中から退院後まで安心して過ごせるよう継続して支援します。

■入院中の安心サポート

入院時には、 すべての患者さんに簡単なチェックを行い、
認知機能の低下がみられる方には早めに支援を始めます。

●医師 ・ 看護師 ・ 薬剤師 ・ リハビリスタッフ ・ 医療ソーシャルワーカー
   （社会福祉の立場から、 療養中の相談を担当する専門職） が、 週１回
   巡回し様子を見守ります。
●必要に応じてカンファレンスを開き、 その患者さんにあったケアを話し合い
　 ます。
●せん妄 （環境の変化で一時的に意識が混乱し、 落ち着かなくなること）
   を予防するため、 環境調整や声かけなどの工夫を行い、 できるだけ身体
   拘束に頼らないケアを進めます。

■退院後の生活までしっかり支援

認知症サポートチームが連携して、 不安なく退院後の生活を続
けられるように、 患者さんとご家族をサポートします。

●療養先選定の相談
●介護保険 ・ 成年後見制度など、 利用できる制度の活用
●地域の支援機関への橋渡し　など

認知症サポートチームは、 医療だけでなく 「その人らしく安心して過ごせること」 を大切にしています。
患者さんとご家族の思いを大切にしながら支援に取り組んでいます。

申込専用フォーム


